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佐藤 康宏
東京大学教授

（順不同・敬称略）

第46回教育美術・佐武賞

美術教育に関する実践研究
（報告または論文）
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第 １ 回 農山村における絵画指導の意味 阿倍良信 （ 青 森 県 ）
第 ２ 回 生活に根ざす図工教育 今北信雄 （和歌山県）
第 ３ 回 私はこのようして成果をあげた 細田和子 （ 山 口 県 ）
第 ４ 回 私はこのようにして実践した 小野寺尅子 （ 岩 手 県 ）

美術教育における技術 山口昌伴 （ 東 京 都 ）
第 5 回 私はこのようにして実践した 田中義雄 （ 山 口 県 ）
第 8 回 幼児の版画遊びとその指導 安田幸子 （ 岐 阜 県 ）
第 9 回 絵本制作に見る生徒の創造性とその背景 向井弘子 （ 大 阪 府 ）
第10 回 豊かな創造性を育てる美術教育 川瀬　弘 （ 岐 阜 県 ）
第 11回 情操豊かな創造的子どもの育成 吉井　宏・野中敏信 （ 福 岡 県 ）
第12 回 心を育てる図工科指導 岡田憼吾 （ 山 口 県 ）
第13 回 一人一人の心に染み通る美術教育 照井トシ子 （ 岩 手 県 ）
第15 回 筑豊の子らと歩いた20年 日高幸子 （ 福 岡 県 ）
第16 回 Ｂ　民話の協同連作（壁画）と地域への波紋 野島光洋 （ 静 岡 県 ）
第17 回 Ａ　図画工作における自己評価の実証的研究 宮本朝子 （ 東 京 都 ）

Ｂ　表現の芽や根を育てる低学年の図工科指導 三浦由紀子 （ 山 口 県 ）
第19 回 Ａ　絵画表現における子どもの空間表現に関する研究 村瀬千樫 （ 北 海 道 ）

Ｂ　絵画指導における重点の考察 安藤恭子 （ 岐 阜 県 ）
第20回 Ｂ　創造する力を培うことにより自ら行動できる子の育成を目指した実践 中澤信子 （神奈川県）
第 21回 Ａ　発想教材を考える 星　邦男 （ 東 京 都 ）

Ｂ　美術教師10年の軌跡 山口喜雄 （神奈川県）
第22回 Ａ　登校拒否児に対する絵画療法の発展的研究 川村雅史 （ 大 阪 府 ）

Ｂ　自らを切り拓いていく図画工作科学習指導 近藤久美子 （ 福 岡 県 ）
第23回 Ｂ　造形活動を通しておもいを語れる子どもを育てる 代表・島西喜久恵 （和歌山県）
第24回 Ａ　人物描画等の発達にみる指導が「形」と「意味」 高田利明 （ 山 口 県 ）
第25回 Ｂ　蕾をつける頃 中村洋美 （ 広 島 県 ）
第26回 Ａ　ジャコメッティ的アプローチによる鑑賞教育の一試案 小澤基弘 （ 茨 城 県 ）
第27回 Ｂ　小学校6年生を対象にした図画工作　年間テーマ「戦陣に挑む」の実践 大橋圭介 （ 兵 庫 県 ）
第28回 Ａ　イメージ批判序説 菅　　章 （ 大 分 県 ）

Ｂ　同時代の美術教育の可能性をポップアートにさぐる 上屋美千弘 （ 岐 阜 県 ）
第29回 Ｂ　豊かな体験から生まれた思いを表現に 畑　正純 （ 福 岡 県 ）
第30回 Ａ　生命形態と美術教育 渡邊晃一 （ 福 島 県 ）

Ｂ　総合教育としての広場づくり 代表・原田敬一 （神奈川県）
第 31回 Ｂ　郷土を愛する心を育てる造形教育を目指して 佐藤あい子 （ 岩 手 県 ）
第32回 Ｂ　感性を培う「みる」授業の実践 いなば美育サークル （ 鳥 取 県 ）
第33回 Ｂ　造形教育とダイオキシン 橋本忠和 （ 兵 庫 県 ）
第34回 Ｂ　自己実現の満足感を味わわせたい 永井高志 （ 新 潟 県 ）
第35回 Ｂ　認知的方略の自覚化を通した美術教育 柳沼宏寿 （ 福 島 県 ）
第36回 Ｂ　生徒の能動性を生かす鑑賞指導のあり方を求めて 人見和宏 （ 滋 賀 県 ）
第37回 Ｂ　造形感覚の育ちを感じながら表現を楽しむ子ども 馬場真弓 （ 福 岡 県 ）
第38回 メッセージテーマをもった図画工作科を中核とした学習単元の開発 濱口由美 （ 徳 島 県 ）
第39回 人とのかかわりの中で、独自性を磨く造形活動 米山慶志 （ 愛 知 県 ）
第 41回 鑑賞を楽しむ子どもをめざして くまもと図工サークル （ 熊 本 県 ）
第42回 「動きを取り入れた表現」の実証的研究 平向功一 （ 北 海 道 ）
第44回 心を耕す感性の教育を目指して 南　　聡 （ 愛 媛 県 ）
第45回 美術鑑賞教育の実践的課題と教材化の視点 佐野真知子 （ 兵 庫 県 ）
第46回 子どもの表現に、物語はなぜ必要か 片岡杏子 （神奈川県）

Ａ = 研究論文　　Ｂ = 実践報告　　（　）内は当時の勤務地教育美術・佐武賞受賞者一覧

※　第 6回、第 7回、第 14回、第 18回、第 40回、第 43回は該当者なし。


